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研究の概要（２００～３００字で記入、図・グラフは使用しないこと） 

 近年，自閉症傾向について，誰しもが有する個人差として着目されている。しかし，

これまでの研究では，自閉症診断群と定型発達群の比較という二分法的な検討が主とし

て行われ，また感覚情報の統合処理に関する実験的検討な検討が十分になされていなか

った。本研究では，大規模定型発達者群を対象に自閉症傾向を測定し，感覚間対応づけ

という現象を元に，自閉症傾向によって脳内で異種感覚情報の結びつけ様式および背後

にある学習メカニズムがどのように異なるかを推定することを目的とした。結果から，

ASD 傾向によって異種感覚間学習様式に異なる影響が生じることが示唆された。  
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 近年，自閉症スペクトラム（連続体）として誰もが持ちうる特性の強弱と捉える視点

が広まっている。自閉症傾向には社会的コミュニケーションを苦手とするなど社会性に

関する不全が報告されてきたが，視覚，聴覚の過敏性や鈍磨性といった感覚情報処理に

おける特異性も報告されている。特に最近は，複数感覚情報の統合および相互作用が脳

内でどのように行われているのかに関する検証が盛んに行われている。複数感覚情報の

統合は，個々の感覚で不十分な情報を相互に補い合い，信頼性・妥当性のある外界の構

築を行う生態学的妥当性を持つ。自閉症傾向が高い人は，単一の感覚情報処理のみなら

ず，複数感覚情報の統合にも特異性があることから，人と異なる知覚的な表現を内的に

作り出し，その結果社会的コミュニケーション場面等で人と異なった行動を取ってしま

う可能性が考えられた。本研究では，自閉症傾向を個人差と見なす視点から，大規模定

型発達者群を対象に自閉症傾向を測定し，自閉症傾向に応じて感覚間の対応づけ様式が

異なるのかを検討した。  

 

 

【実験１】既存の感覚間対応づけ現象と自閉症傾向との関係性について  

方法  

 ASD の診断を受けていない大学生の男女 67 名が実験に参加した。そのうち，各実験

セッションにおいて誤答率が 30％以上の参加者 5 名を分析から除外した。  

 PC および MATLAB と Psychophys ics  Toolbox，CRT ディスプレイ，顎台，オーディオ

インターフェース，スピーカーを用いた。  

 実験場面として，視覚刺激の明るさー音の大きさの対応づけセッションでは，画面上

に相対的に明るいあるいは暗い円刺激を 100 ms  提示し，同時に相対的に音圧の大きい

あるいは小さい音を提示した。明るいー大きい，暗いー小さい組み合わせを一致，その

反対を不一致試行とした。視覚刺激の大きさー音の高さの組み合わせでは，相対的に大

きいあるいは小さい円刺激と共に，相対的に高いあるいは低いピッチの音を提示した。

大きいー低い，小さいー高い組み合わせを一致試行とした。視覚刺激の位置ー音の高さ

の対応づけでは，相対的に高いあるいは低い位置に視覚的に提示される円刺激と共に，

高いあるいは低いピッチの音を提示した。高いー高い，低いー低い組み合わせを一致試

行とした。  

 参加者の課題は，視覚刺激の明るさ，大きさ，高さを判断し，出来るだけ早く回答す

ることであった。また，実験参加者の持つ ASD 傾向を，自閉症スペクトラム指数（ AQ）

(Wakabayashi  e t  a l . ,  2004)  の合計得点と５つの下位尺度得点（社会的スキル，注意の切

り替え，コミュニケーション，細部への注意，想像性）を用いて測定した。  

 

結果  

 参加者毎に，正反応時間に関して，不一致試行から一致試行を差分した値を対応づけ

の効果量として算出した。  

 AQ の得点が 26 点以上の参加者を高 ASD 傾向群  (Woodbury-Smi th  e t  a l . ,  2005)，25 点

以下を低 ASD 傾向群として分析を行ったところ，視覚刺激の明るさー音の大きさの対

応づけにおいては，各群で効果が有意であったことに加え（ planned one - ta i led  t - t es t ,  高

群 :  t (16)  =  2 .85 ,  p  <  . 01，低群： t (44)  =  6 .84 ,  p  <  . 001）， ASD 傾向低群の値が高群よりも

大きくなった（ planned two -ta i led  t - tes t ,  t (60)  =  -2 .01 ,  p  <  .05）。視覚刺激の位置ー音の

高さの対応づけでは，低群において有意な効果がみられたが（ t (44)  =  2 .28 ,  p  <  . 01）高

群ではみられなかった（ t (16)  =  - .04 ,  p  =  .49）。視覚刺激の大きさー音の高さの組み合わ

せでは，AQ の下位尺度と対応づけ効果との間の重回帰分析（ s tep -down method）におい

て有意な回帰式が得られ（ F (1 ,60)  =  4 .50 ,  R 2
a d j  =  . 05 ,  p  <  .05），細部への注意の値と対応

づけ効果との間に有意な正の関係性がみられた（ β  =  .26）。  
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研究成果の概要（つづき） 

【実験２】新規の感覚間対応づけ形成過程と自閉症傾向との関係性について  

方法  

 ASD の診断を受けていない大学生の男女 60 名が実験に参加した。そのうち，質問紙

ヘの回答に漏れがあった 1 名とデータの正規分布への当てはまりが悪かった 7 名，およ

び算出された主観的等価点の値が 2  SD 以上だった 4 名のデータを分析から除外した。  

 実験場面として，順応フェーズを設定した  (Hidaka ,  Teramoto ,  Sugi ta ,  2011;  Teramoto ,  

Hidaka ,  Sugi ta ,  2010)。参加者は，左右に反復して動く視覚刺激と共に，音高が高低およ

び低高と変化する場面を 3 分間観察した。順応フェーズの前後にテストフェーズを設定

した。ここでは，視覚刺激が 4 段階のうち１つの距離を，左右どちらかに１度動く場面

を提示した。同時に音高の変化を提示した。また音が提示されない場面も設定した。参

加者の課題は，知覚された運動方向を判断することであった。  

 順応フェーズにおいて右方向の動きと共に提示された音高の変化を右方 向音，左方向

の動きに対応づけられた音高変化を左方高音とした。各テストフェーズにおいて，横軸

に動きの方向および動きの量を，縦軸に右方向の動きが知覚された割合をプロットした

グラフを作成し，累積正規分布を当てはめた。判断の割合が 50％となる点を主観的等

価点として求めた。そして，各テストフェーズにおいて，右方向音，左方向音条件から

音なし条件の主観的等価点を差分しベースライン補正を行った。さらに，順応後のテス

トフェーズにおける各音条件の主観的等価点から順応前の値を差分した後，音条件の値

を平均し，順応効果量を算出した。  

 

結果  

 参加者毎に，順応効果量について分析を行った。AQ の得点が 26 点以上の参加者を高

ASD 傾向群，25 点以下を低 ASD 傾向群として分析を行ったところ，低群において有意

な効果がみられたが（ t (32)  =  1 .89 ,  p  <  . 05），高群ではみられなかった（ t (14)  =  -1 .10 ,  p  

=  .15）。 AQ の下位尺度と順応効果との間の重回帰分析（ s tep -down method）において有

意な回帰式が得られ（ F (1 ,46)  =  3 .42 ,  R 2
a d j  =  .07 ,  p  <  .05），細部への注意の値と対応づけ

効果との間に有意な正の関係性がみられた（ β  =  - .30）。  

 

まとめ  

本研究では，定型発達者を対象に ASD 傾向の度合いと感覚間対応づけの生起様式およ

び成立過程との関係性を検討した。  

 実験１から，感覚あるいは神経応答の強さが対応づけの手がかりとされる視覚刺激の

明るさー音の大きさの組み合わせでは，特に ASD 傾向低群において効果がみられた。

このことは， ASD における感覚処理の特異性が対応づけの形成を阻害する可能性を示

唆している。また言語や概念の意味的一致性が手がかりとされる視覚刺激の位置ー音の

高さの対応づけでは， ASD 傾向低群に効果がみられる傾向であった。 ASD 者は意味的

一致性の理解に困難さをもつこと（ Naigles  & Tek,  2017）と関係すると考えられる。ま

た，統計的な知覚対応学習が形成に関与するとされる視覚刺激の大きさー音の高さの対

応づけでは，細部への注意傾向と正の関係性がみられた。このことは，特定の ASD 傾

向が感覚間の知覚対応づけにおける効率的あるいは過度な学習を導くことを示唆する。 

実験２からも， ASD 傾向が新規の感覚間対応づけ形成の度合いを弱めること，特に特

定の ASD 傾向に関してその影響が顕著である可能性が示された。  

 以上のことから， ASD 傾向によって各感覚間対応づけ効果および異種感覚間学習様

式に異なる影響が生じることが示唆された。  
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